
2021年4月1日

大阪労働局労働基準部監督課

労働基準監督署による荷主要請の取組について



自動車運転者の時間外労働の上限規制

Ｒ６年３月31日まで

Ｒ６年４月１日以降
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※大臣告示（限度基準告示）の適用なし上限なし

※ 改正された「改善基準告示」も2024年４月から適用されている

法律による上限

特別条項 (例外）

✓ 月45時間
✓ 年360時間

１年間（ 1 2か月）

法定労働時間

✓１週40時間
✓１日８時間

時
間
外
労
働

年960時間

法律による上限

限度時間（原則）

（参考）一般の業種の時間外労働の上限規制

（例外）
法律による上限
(年６か月まで)
✓年720時間
✓複数月平均80時間＊
✓月100時間未満＊

（原則）
法律による上限
✓月45時間
✓年360時間

１年間（12か月）

法定労働時間

限度時間

特別条項

＊休日労働を含む

自動車運転者の時間外労働の上限規制



発着荷主等に対する要請

➢ 国土交通省に対し、貨物自動車運送事業法（トラック法）等の運行管

理に関する規定に違反の疑いがあると認められるトラック運送事業者に

ついて通報

➢ 国土交通省のトラック・物流Ｇメン＋関係省庁が連携して、トラック

運送事業者への配慮を「働きかけ」

➢ 長時間の恒常的な荷待ちを発生させていること等が疑われる事案 に

ついては、都道府県労働局の「荷主特別対策担当官」も「働きかけ」に

参加

➢ 厚生労働省のHPに寄せられた荷主情報を国土交通省へ提供

➢ 荷待ちを発生させている疑いがあることを労働基準監督署が把握し、

「荷主への要請」を実施した荷主の情報を、広く国土交通省に提供し、

「トラック・物流Gメン」による「働きかけ」等の対象選定に活用

①荷主情報提供の運用 ②トラック法に基づく「働きかけ」の連携

関係省庁地方機関

荷主企業

参加

参加

「働きかけ」

相互通報

厚労省HP荷主情報

トラック運送事業者

合同監督・監査

➢ 労働基準監督署が実施している「荷主への要請」の際、トラック法に基づく「標準的な運賃」も周知

③「標準的な運賃」の周知

国交省HP荷主情報

「荷主への要請」の情報

荷主企業

「荷主要請」

厚生労働省 国土交通省

都道府県労働局

労働基準監督署

地方運輸局

運輸支局

厚生労働省

都道府県労働局

荷主特別対策担当官

国土交通省

地方運輸局

トラック・物流Ｇメン

トラック運転者の長時間労働の要因には、取引慣行など個々の事業主の努力だけでは見直すことが困難なもの

があるため、各監督署に「荷主特別対策チーム」を編成し、発着荷主等に対して要請等を行っています。



ベストプラクティス企業における取組発表

・長時間労働削減などに積極的に取り組んでいる運送事業者「鴻池運輸株式会社」、荷主企業である「ダイキン工業

株式会社」、大阪労働局及び大阪運輸支局との４者による意見交換を実施しました。
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１ 対象企業
○道路貨物運送企業 ： 鴻池運輸株式会社
・本 社：大阪市中央区（大阪本社）、東京都中央区（東京本社）
・事業内容：食品関連／定温物流事業、鉄鋼事業、エンジニアリング事業、生
活関連事業、食品プロダクツ関連事業、メディカル事業、空港事業、国際物
流事業、インド事業

○荷 主 企 業 ： ダイキン工業株式会社
・本 社：大阪市北区
・事業内容：空調・冷凍機、化学、油機、特機、電子システム

２ 主な取組事例

【バース予約システムの導入と運用改善】

バースとは、トラックや貨物車が荷物を積み降ろしするための専用スペースのこと

で、バース予約システムの導入により、荷卸し先での待機や渋滞等に伴う入場時間の

予約変更がリアルタイムに把握でき、帰庫時刻に合わせた、貨物の荷揃えが高い精度

で可能になったことで、ドライバーの待機時間削減につなげています。

【パレット輸送等の推進】

荷主企業において、物流部門と製造部門が連携し、①トラックの内寸、製品形状や

荷姿に応じ、パレットサイズを変更（家電業界とも協業）、②製品の基準を定め、組

み合わせることでトラック内でパレット２段積みを実現、③多品種少量ランダム生産

から、パレット単位での生産方式へ変革、などの取組を継続的に実施することで、積

載効率を向上させ、100％パレット輸送を実現したことで、積込み・荷卸し時間を大

幅に削減し、作業負担も軽減しました。



取引慣行の改善に向けた取組／荷待ち・荷役時間の削減に向けた支援

①国民向け周知広報として「時間外労働の上限規制 特設サイト はたらきかたススメ」を開設し、荷待ち時間の削

減や荷役作業の効率化に向けた取組のほか、再配達削減に向けた取組について周知しています（令和５年６月２８日

～）。②荷待ち・荷役時間の短縮に向けた取組を行う荷主等に対して助成します（令和８年度新設）。
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①国民向け周知広報

【イメージキャラクター】玉木宏さん（俳優）

②働き方改革推進支援助成金
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